
物質に与える科学的作用や、様々な材料加工への応用例につ
いて講演をいただきました。

会　　員　37社（令和2年3月現在）

幹　　事　三和研磨工業株式会社、株式会社山岡製作所、
プラスコート株式会社

年 会 費　1社 10,000円
（1社から複数人が参加いただけます）

申込・問合せ先
けいはんな分室
TEL：0774-95-5050　E-mail：keihanna@kptc.jp

　当会では京都大学や会員企業間の業種を超えた連携を図る
ことを目的に活動しています。

活動内容
定例会「京都大学宇治キャンパス産学交流会」（年4回）
　京都大学宇治キャンパス産学交流企業連絡会と共催で、京都
大学のエネルギー理工学研究所、生存圏研究所、防災研究所、
化学研究所の各研究所と交流会を開催しています。研究シーズ
発表、研究所内施設見学、会員企業の紹介などがあります。
　また、交流会の終了後、研究所教員および会員間の情報交
換や連携を促進するための懇親会を開催しています。交流会
への参加は無料ですが、懇親会など参加費が必要な催しもあ
ります。
研究シーズの発表事例
　「電子ビーム加工による高分子材料の改質」

奥林 里子 氏／京都大学生存圏研究所 特定教授
　生産性が優れ、薬剤を大幅に削減できることから環境に優し
い技術として産業界でも注目さ
れている電子ビーム加工は、タイ
ヤや電池隔膜の加工などに利用
されています。この電子ビームが
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●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター けいはんな分室　TEL：0774-95-5050  E-mail：keihanna@kptc.jp●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 企画連携課 企画連携係　TEL：075-315-8635  E-mail：kikaku@kptc.jp

　技術センターけいはんな分室では京都産業21と協同して、けいはんな地域の大学の研究シーズと府内の中小企業が接する機会
を提供しようと産学交流会を開催しています。その中で、京都大学宇治キャンパスとの交流会を共催している産学交流企業連絡会の
概要とその活動をご紹介します。まずは交流会に参加して人的ネットワークを構築いただき、共同研究や共同開発へとつなげてくだ
さい。入会をお待ちしています。

京都大学宇治キャンパス産学交流企業連絡会の
会員を募集しています

技術
センターから

運営体制（敬称略）
会　　　　長　　山下 幹雄(北海道大学名誉教授)
アドバイザー　　春名 正光（大阪大学名誉教授）
　　　　　　　　粟辻 安浩（京都工芸繊維大学教授）
　　　　　　　　田中 智子（同志社大学）
年会費
１社20,000円（１社から複数人での参加が可能 会期は４月か
ら翌年３月まで年度途中の入会も同額）

申込・問合せ先（事務局）
応用技術課　電気通信係
TEL：075-315-8634　E-mail：denki@kptc.jp

会場
北部産業創造センター（綾部市青野町西馬場下33-1）

活動内容
１）高速開発支援CAE活用セミナー
CAEの基礎のセミナーから最新技術トピックスを紹介

２）ワークショップ
トポロジー最適化ワークショップ

３）CAE基礎トレーニング　毎週水曜日　9：00～17：00
・毎週水曜日は会員様のみ演習課題の自習にCAEを開放
します。
・決められたモデルを使ってCAEのオペレーションを習得
できるよう進めます。

４）中丹商品開発部(スピンオフ会)　毎月第2金曜日
・新商品の開発とCAEやデジタルツールの活用、異業種間
の連携を促進するための検討会です。

・個々の企業強みを活かし、繋げていくためのきっかけづく
りを行います。

・開発事例「ハンドプレス機をユニバーサルデザインに！」

年会費
無料

申込・問合せ先
中丹技術支援室
TEL：0773－43－4340　E-mail chutan@kptc.jp

ものづくり現場は、設計から製造までのあらゆるプロセスに
おいてデジタル化が進み、今後はデジタルデータの一元管理
により、情報共有だけでなく商品の性能・機能検証や製造プロ
セスにおける課題の予防、製造現場からのフィードバック情報
を設計に反映するためのシミュレーョン等、「フロントローディ
ング」の思想が主流となることが予想されます。
当研究会では、中小企業のものづくり現場におけるフロント

ローディング化を後押しするため4つの事業を展開していきます。

デジタルマニファクチャリング研究会

京都大学宇治キャンパス産学交流企業連絡会

※ 開催地は綾部市です

プラスコート株式会社 × 京都大学化学研究所
　プラスコート（株）は、平成25年度の産学交流会をきっかけに
京大の若宮敦志教授と交流を開始。「ペロブスカイト太陽電池」
の開発と事業化で連携し、高純度化前駆体材料による高品質半
導体薄膜塗工
技術を開発し
ました。

けいはんな分室のコーディネート事例

2019年5月のプレス発表開発した塗布装置

●自社の課題にシミュレーションを使用したい方
●デジタルデータの活用を習得したい方
●他の技術者と交流したい方

★こんな方におすすめです！

５）展示会への出展
　これまでの実績／
　OPIE’18・19（横浜）、
　InterOpto2018（横浜）、
　InterOpto2020(東京)


